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目的　すでに提案しit 漸型の作図法である三点図法は、頚椎点からの下*寸法di おIび

側点からの離れ寸法dzを定め、それらにX って、上!）衿肩明き寸法で≪と上!>繰越し寸法

を採寸する方法である。　この方法にXって製作した長着の着装時o 漸の形態とdi、d2と

関係を解明することが本研究の目的である。

　方法≪･、dzを指定しても、体型にXってen、らは異－るので、今回は標準体型とみなさ

れるL I R I C A ９ 号○スタ　ｙ　!■･4-使用することとしたo d 1 = 1 0~ 5 Orom、dz = 1 0～5 Omniにつin

て1 0 mm間Pi にとo、ei を採寸し、それぞれHe ついて三点図法K i. i>作図を行い、ﾈ£先点での

身頃の衿付け紬の傾斜寸法を1 0 mmとして衿の型紙を作製した。縫製は浴衣地を用い衿幅5 5

mmの棒衿とした。これらの長着をスタ-^ドにdi、dz を指定通!?に着装し、衿の形態表現と

して、衿の打合せ点を一定にした時の衿の打合せ角、衣紋角、衿の稜角を測定した。

　結果　打合せ角は、頭s点から衿の打合せ点ｉでの寸法が大きく4れぱ小さく忿i)、di

K はほとんど影響されず、Azの増加と共に大きく4 る。衣紋角は、打合せ寸法r t±よらず

diの変化Kit)影響され、diの増加と共Ｋ増大し、d≪ の増加につれてわずか減少する。衿

の稜角は、打合せ寸法か増せぱわずか大きくな*、d 1の増加と共に増大し、d2の増加と共

に減少する。これらの結果はd4＝30~ 5 Omniについて導かれた。d2 = 10~ 20 mniO長着はとの

スタVドでは指定通うの着装は出来4 かった。




